平成○○年○○月○○日

保護者各位

○○学校 校長 ○○ ○○
ＰＴＡ会長○○ ○○
「FairCast （フェアキャスト）子ども安全連絡網」システム導入について

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

昨今、子どもを狙う犯罪事件が多発しており、事件や事故などの万が一の場合に備え、保護者に適切に連絡をとる体制の必要性が高まっている一方、個人情報保護法の観点から名簿作成および管理が難しくなっている現状に、大変苦慮しておりました。

本校では現在、「迅速かつ公平に正確な情報を」連絡することのできる新しい連絡網の導入を検討しております。これまでの検討経緯と検討対象システムの特長は以下の通りです。

【これまでの検討経緯】

· 現状電話連絡網の課題
· 全家庭への連絡に多くの時間を要したり、不在家庭には連絡が届かない。

· 伝聞形式で伝えられるため、内容が正確に伝わらない。

· 個人情報保護法の観点から、連絡網の作成及び保管が難しくなってきた。

· 連絡が行き届いたことを確認するために、一部の方に手間や負担が偏っている。

· メールによる一斉連絡システムも検討しましたが、以下の理由で導入に至りませんでした。

· メールを利用していない人に対して、電話等での連絡が別途必要である。

· 電波状況などの問題で、メールが伝わらない場合がある。

· 登録方法として一般的な空メール登録では、悪意を持った人も登録できてしまう。

· 導入費は安価だが、ウィルス対策や故障対応などの新たな管理コストが発生する。

· 本校にて現在検討中の「FairCast （フェアキャスト）子ども安全連絡網」は、メールのみならず、電話（音声）やFAXにも一斉連絡が可能なシステムです。

· 保護者の皆様には、従来の学校連絡網で負担されていた電話代に代わり、本サービスの利用料負担が発生しますが、本サービスの導入により、情報格差の無い連絡体制と個人情報保護対策が同時に可能になると考えます。

【検討中のサービスFairCast （フェアキャスト）について】

株式会社NTTデータが提供する一斉連絡のツールです。
固定電話・携帯電話・携帯メール・パソコンメール・FAXすべての機器に一斉連絡が可能なので、情報が正確・迅速・公平に伝達されます。
しかも、送達確認ができるので、伝わっていない方の確認ができます。
· 通常連絡（通常連絡先１箇所へ一斉連絡）
運動会や遠足の雨天時の連絡、台風などによる下校時刻変更の連絡などに利用します。

· 追掛連絡（追掛第１連絡先から第３連絡先へ15分間隔で追い掛けて連絡）
子ども達の生命に関わる危険情報、保護者の引取りが必要な重要連絡など突発的な事件・事故をお知らせします。
【サービスのイメージ図】
[image: image1.emf]
· １家庭ごとに１枚のＩＤカードを配布します。
（ＩＤカードには、学校番号と利用者番号、初期化パスワードが印刷されています。）

· １家庭ごとに、固定電話、携帯電話、FAX、パソコンメール、携帯メールの中から、通常連絡先として１箇所（メールの場合は２箇所まで）、追掛連絡先として３箇所（メールの場合は６箇所まで）登録できます。

· １家庭につき年間○○○円（消費税込み）の費用がかかります。

· 全校一斉の連絡だけでなく、学年ごとなどの単位で連絡することも可能なので、日常的な連絡にも使うことができます。

· 送達確認として、固定・携帯電話の音声の場合は、メッセージを聞いたことを、メールの場合は、内容を読んだことの確認を行うことができます。
また、各家庭から指定の電話番号に掛け直すと、メッセージを再確認することができます。
· 個人情報の取り扱いについては、セキュリティ対策が十分に施されたデータセンターにて集中管理し、個人情報の閲覧およびアクセスは、ＩＤカードを持った利用者本人のみとなります。















保護者説明資料 １





本文書は、「FairCast （フェアキャスト）子ども安全連絡網」における契約者（学校）から利用者（保護者）への説明資料となります。


必要に合わせて加筆・修正して、ご利用下さい。


※○部分は、必ず修正して下さい。
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